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繰
入
金

地
方
交
付
税

分
担
金
負
担
金
・

使
用
料
及
び

手
数
料

15.25
億
円

5.06
億
円

寄
附
金
・

諸
収
入
・

財
産
収
入
　

8.20
億
円

繰
越
金

2.41
億
円

地
方
譲
与
税

及
び
各
種
交
付
金
等

2.31
億
円

県
支
出
金

6.32
億
円

村
債

2.30
億
円

村
税

1.67
億
円

0.53
億
円

国
庫
支
出
金
　

16.75
億
円

000万円
前年度比

24.41％増
　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日（
水
）か
ら
７

日（
金
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
13
件
、
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
４
件
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補

正
予
算
７
件
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
７
件
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

定 例 会
月３

村政施行130周年
記念事業費
　本年11月28日に村政施行130周年を迎える
にあたり記念式典を開催。

ＲＳウイルスワクチン
接種費用補助金
　新生児の健康を守り、安心して出産・子育て
できる環境を整備するため妊婦を対象に実施。

歳入

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
11
億
９
，

３
０
０
万
円
増
、24
・
41
％
の
増
額

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
事
業
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
か
ら
７
年
度
へ
の
予
算
組

み
替
え
と
併
せ
て
事
業
費
３
億
５
，

３
２
０
万
円
の
増
、
災
害
復
旧
事

業
費
３
億
１
，３
９
０
万
円
の
増
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
２
億
円
増
の

５
億
円
を
見
込
ん
だ
積
立
金
と
関

係
経
費
の
増
額
が
主
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
旧
特
別
会
計
で
あ
っ
た

簡
易
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、林
業
集
落
排
水
事
業
、下
水

道
事
業
は
、
公
営
企
業
会
計
へ
移

行
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

主な新規事業等

予算額
408万2,000円

予算額
33万円
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民
生
費

総
務
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

26.70
億
円

5.17
億
円

4.81
億
円

7.54
億
円

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

5.20
億
円

2.75
億
円

2.89
億
円

土
木
費

1.97
億
円

消
防
費

1.91
億
円

議
会
費

1.28
億
円

予
備
費

0.54
億
円

災
害
復
旧
費
・

諸
支
出
金
・

労
働
費

0.05
億
円

60億8,一般会計
当初予算

旧岩野小学校利活用
事業
　包括連携協定を締結した株式会社ハンモの水耕
栽培事業のための施設維持管理費。

水上っ子みらい応援
助成金
　物価高騰対策による子ども子育て支援とし
て、子どものライフステージに応じた助成金
を交付。

旧湯山小学校
改築工事
　スポーツサイエンス事業やアスリート
食堂を整備するための旧湯山小学校改築
工事。

歳出

予算額
5億5,730万円

予算額
680万円

予算額
394万円
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990万円
前年度比　7.61％増

令和７年度特別会計当初予算 7億6,650万円
前年度比　2.73％増

令和７年度公営企業会計当初予算 4億2,484万円
前年度比　23.50％増

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

2億7,770万円
前年度比　2.73％減

簡易水道事業会計予算 下水道事業会計予算

1億6,710万円 2億5,773万円

国民健康保険特別会計（直診勘定）予算

介護保険特別会計予算

4億3,220万円
前年度比　6.69％増

後期高齢者医療特別会計予算

4,670万円
前年度比　0.86％増

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案
第１号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定

「拘禁刑」創設にともない関係条
例を整理

可　決
（全員賛成）

議案
第２号

水上村一般職の職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定

給料表改定及び扶養手当、通勤手
当等を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第３号

水上村職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例の制定

非常勤職員の育児休業等の取得要
件の緩和

可　決
（全員賛成）

議案
第４号

公益的法人等への水上村職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の
制定

上位法の改正による条例改正 可　決
（全員賛成）

議案
第５号

水上村職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の
一部を改正する条例の制定 上位法の改正による条例改正 可　決

（全員賛成）

議案
第６号

水上村財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条
例の一部を改正する条例の制定

普通財産の無償貸付け、減額貸付
けの対象施設に廃校施設等を追加

可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
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議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案
第７号

水上村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

消防団員退職報償金の勤務年数区
分に「35 年以上」を追加

可　決
（全員賛成）

議案
第８号

水上村営住宅管理条例の一部を改正する条例の制
定 村営住宅の一部を一般住宅へ変更 可　決

（全員賛成）

議案
第９号

水上村一般住宅管理条例の一部を改正する条例の
制定 村営住宅の一部を一般住宅へ変更 可　決

（全員賛成）

議案
第10号

水上村簡易水道事業に係る布設工事監督者及び水
道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例
の制定

布設工事監督者及び水道技術管理
者の資格要件の緩和

可　決
（全員賛成）

議案
第11号

水上村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定

関係施設の運営に関する基準の改
正にともなう条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第12号

水上村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

関係施設の運営に関する基準の改
正にともなう条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第13号

水上村簡易水道事業及び下水道事業の設置等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

経営規模の変更（給水人口及び１
日最大給水量）

可　決
（全員賛成）

議案
第14号 財産の取得 スポーツ環境整備事業にともなう

用地の取得
可　決

（全員賛成）
議案

第15号 財産の処分 村有林及び県行造林の処分 可　決
（全員賛成）

議案
第16号 水上村生涯スポーツ施設の指定管理者の指定 一般社団法人トラックセッション

を指定管理者へ指定
可　決

（全員賛成）

議案
第17号

工事請負変更契約の締結（林道上米良大平線災害
復旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第18号

工事請負変更契約の締結（林道幸野線災害復旧工
事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第19号

工事請負変更契約の締結（美尾谷川河川災害復旧
工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第20号

工事請負変更契約の締結（大内川河川災害復旧工
事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第21号

県営農業競争力強化農地整備事業に係る分担金額
の決定

岩野地区（諏訪溝・小屋谷溝）の
圃場整備等に係る分担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案
第22号 水上村総合計画の策定 第６次水上村総合計画の策定 可　決

（全員賛成）

議案
第23号

人吉球磨定住自立圏形成協定の一部を変更する協
定の締結

協定の一部を変更（主に地域公共
交通に関する事項を追記）

可　決
（全員賛成）

議案
第24号 水上村商工会員の借入資金に関する預託 水上村商工会員の借入資金に関す

る預託
可　決

（全員賛成）

議員派遣の件 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）
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歳入歳出予算の総額から11億5,850万円を減額し、総額を43億2,740万円とするもの。ス
ポーツ環境整備事業費9億5,000万円を減額し、令和７年度当初予算に再計上。

令和６年度水上村一般会計補正予算
（第９号）

　収益的支出の総額から56万7千円を減額
し、総額を１億445万6千円、資本的支出
の総額から3,521万6千円を減額し、総額を
１億433万7千円とするもの。

令和６年度水上村下水道事業
会計補正予算（第２号）

　収益的支出の総額から8万6千円を減額
し、総額を8,841万7千円、資本的支出の総
額から44万9千円を減額し、総額を2,103
万7千円とするもの。

令和６年度水上村簡易水道事業
会計補正予算（第３号）

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

－ 公営企業会計補正予算 －

　歳入歳出予算の総額から988万8千円を減
額し、総額を2億7,720万2千円とするもの。

令和６年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に41万2千円を追加
し、総額を989万4千円とするもの。

令和６年度水上村国民健康保険
特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）

　歳入歳出予算の総額から101万9千円を
減額し、総額を4,549万8千円とするもの。

令和６年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に644万3千円を追加
し、総額を4億5,748万1千円とするもの。

令和６年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第３号）

－ 特別会計補正予算 －

－ 一般会計補正予算 －

「表紙の写真の答え：江代八幡神社」
　戸屋野地区に鎮座する江代八幡神社は、水上村誌によると昭和27年、
宗教法人八幡神社として承認されました。社殿には八幡神社と阿弥陀
堂が祀られており、ご祭神は八幡大神。境内には正一位稲荷神社、江
代八郎左衛門の碑、日露戦役戦勝紀念碑があります。 日露戦役戦勝紀念碑
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臨 時 会回第 １
令和７年第１回臨時会が２月14日（金）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○令和６年度水上村一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出予算の総額に 2億 5,580 万円を追加し、総額を 54 億 8,590 万円とするもの。ふる
さと応援基金積立金 1億 1,500 万円、価格高騰緊急支援給付金事業費 1,266 万 6 千円、ふるさ
と寄付金事業費 1億 2,813 万 4 千円などが追加計上された。

臨 時 会回第 ２
　令和７年第２回臨時会が３月28日（金）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村長等の給与及び旅費に関する条例
等の一部を改正する条例の制定

旅費法の改正にともなう旅費（宿
泊料）の増額

可　決
（全員賛成）

議案第２号 工事請負変更契約の締結（村道麦地湯山
峠線道路災害復旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第３号 工事請負契約の締結 陸上競技場の用地造成工事（１工
区）

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○令和６年度水上村一般会計補正予算（第 10 号）
　歳入歳出予算の総額に１億 660 万円を追加し、総額を 44 億 3,400 万円とするもの。
こども育成支援基金積立金１億円、村道麦地湯山峠線道路災害復旧工事 610 万円などが追加
計上された。

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は６月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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－令和７年第１回定例会－
　主な質疑　

荒
嶽　

晋
議
員

村
政
施
行
１
３
０
周
年

記
念
式
典
の
期
日
、
内

容
は
。

総
務
課
長

村
政
１
３
０
周
年
の
日

が
11
月
28
日（
金
）と
な

る
た
め
、
開
催
は
29
日

（
土
）、
30
日（
日
）の
い

ず
れ
か
で
考
え
て
い
る
。

開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、

水
上
学
園
体
育
館
、
駐

車
場
を
み
ど
り
の
広
場

で
検
討
中
。

杉
野
貴
文
議
員

村
政
１
３
０
周
年
記
念

事
業
費
に
、
ラ
イ
ブ
配

信
等
の
費
用
は
措
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

措
置
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
業
者
を
選
定
し
、

ど
の
よ
う
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
か

な
ど
検
討
す
る
中
で
考

え
て
い
き
た
い
。

山
崎
隆
浩
議
員

地
方
バ
ス
路
線
委
託
料

（
古
屋
敷
線
）が
、
昨
年

度
よ
り
約
４
０
０
万
円

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

増
便
と
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

便
数
は
変
わ
ら
な
い
。

産
交
バ
ス
と
単
価
の
見

直
し
が
あ
り
、
燃
料
費

高
騰
等
と
合
わ
せ
１・
５

倍
ほ
ど
に
増
加
し
て
い

る
。

杉
野
久
志
議
員

桜
の
下
払
い
は
中
止
に

な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

区
長
会
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
高
齢
者
も
多
く

危
険
な
た
め
、
令
和
７

年
度
よ
り
中
止
と
な
っ

た
。小

川　

恵
議
員

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

総
務
課
長

熊
日
新
聞
の
記
事
を
利

用
す
る
場
合
、
著
作
権

が
発
生
す
る
た
め
、
令

和
７
年
度
よ
り
予
算
計

上
し
利
活
用
し
て
い
く
。

荒
嶽　

晋
議
員

今
年
度
よ
り
新
た
な
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
へ
の
負
担
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
建
て

替
え
の
場
所
は
決
定
し

て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

あ
さ
ぎ
り
町
の
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
予
定

し
、住
民
説
明
会
も
行
っ

て
い
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

備
品
購
入
さ
れ
る
軟
骨

伝
導
集
音
器
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

耳
へ
か
け
る
こ
と
で
軟

骨
を
通
し
音
声
が
伝
わ

る
も
の
。
各
自
治
体
で

導
入
が
進
ん
で
い
る
。

（
声
を
強
調
し
、
不
要
な

雑
音
が
除
去
さ
れ
る
）中

程
度
ま
で
の
難
聴
の
方

の
窓
口
対
応
や
高
齢
者

宅
訪
問
の
際
に
活
用
し

た
い
。

保
育
所
給
食
材
料
費
の

予
算
減
額
は
、
物
価
高

騰
等
を
鑑
み
た
と
き
に

問
題
な
い
か
。

総
務
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

産交バス（まめバス）
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担
当
職
員

規
定
の
保
育
単
価
に

よ
り
児
童
数
に
応
じ

算
出
し
て
い
る
た
め

問
題
な
い
。

今
後
、
担
当
者
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
な

が
ら
柔
軟
に
進
め
て

ほ
し
い
。

小
川　

恵
議
員

介
護
予
防
通
所
事
業

委
託
料
の
事
業
内
容

と
増
額
の
理
由
は
。

担
当
職
員

毎
週
木
曜
日
に
岩
野

公
民
館
と
石
倉
で
身

体
を
動
か
す
こ
と
を

メ
イ
ン
に
行
っ
て
い

る
事
業
。
㈱
熊
本
健

康
支
援
研
究
所
へ
委

託
し
て
い
る
。
新
た

に
参
加
者
の
送
迎
を

依
頼
す
る
こ
と
か
ら

66
万
円
増
と
な
る
。

杉
野
貴
文
議
員

国
有
財
産
等
交
付
金

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

中
で
も
市
房
ダ
ム
交

付
金
の
減
少
が
大
き

く
、
固
定
資
産
評
価

額
の
減
が
要
因
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
こ
ま

で
下
が
る
の
か
。
ま

た
、
交
付
金
の
下
限

額
は
あ
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長

非
課
税
団
体
で
あ
る

国
・
県
が
有
す
る
資

産
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
に
代
わ
り
、

交
付
金
と
し
て
配
分

さ
れ
る
。
資
産
は
経

年
で
評
価
額
が
下
が

る
。
下
限
額
は
そ
の

資
産
の
１
０
０
分
の

５
が
限
度
と
な
り
、

そ
の
う
ち
の
１・
４

％
が
交
付
金
と
な
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

戸
籍
の
振
り
仮
名
に

つ
い
て
、
今
後
新
生

児
に
名
前
を
付
け
る

際
の
判
断
基
準
は
ど

う
な
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長

キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら

振
り
仮
名
の
判
断
基

準
の
通
知
が
き
て
い

る
。
今
後
も
国
の
基

準
に
沿
っ
て
判
断
を

し
て
い
く
。

外
国
人
の
方
が
窓
口

に
来
ら
れ
た
時
の
言

語
対
応
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

担
当
職
員

外
国
人
の
方
が
通
訳

者
を
同
伴
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
方
を
介
し

て
対
応
し
て
い
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

桜
の
管
理
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー

ト
や
座
談
会
等
で
日

本
一
の
桜
の
里
の
復

活
を
ぜ
ひ
、
と
い
う

よ
う
な
意
見
が
で
て

い
た
。
桜
の
更
新
は

何
年
か
か
る
と
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

担
当
職
員

令
和
５
年
度
か
ら
改

植
を
本
格
的
に
始
め
、

令
和
６
年
で
は
40
本

の
伐
採
と
１
０
０
本

の
植
栽
を
実
施
し
て

い
る
。
令
和
７
年
も

同
規
模
で
計
画
し
２

年
か
ら
３
年
程
度
で

開
花
す
る
の
で
、
そ

の
後
伐
採
を
進
め
て

い
く
。
植
栽
し
た
桜

の
成
長
を
観
察
し
つ

つ
、
か
つ
桜
の
景
観

を
維
持
し
な
が
ら
更

新
を
進
め
て
い
く
の

で
、
８
年
ほ
ど
か
か

る
と
思
う
。

杉
野
貴
文
議
員

旧
岩
野
小
学
校
利
活

用
事
業
費
の
財
源

と
し
て
、
諸
収
入

１
４
２
万
９
千
円
が

充
当
さ
れ
て
い
る
。

㈱
ハ
ン
モ
か
ら
の
収

入
と
考
え
る
が
、
何

の
費
用
に
充
て
る
の

か
。

担
当
職
員

６
月
か
ら
施
設
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、６

月
か
ら
の
10
ヶ
月
分

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

要
望

元気クラブ
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の
電
気
料
と
警
備
委

託
料
に
充
て
て
い
る
。

成
尾
和
英
議
員

桜
の
里
公
園
施
設
管

理
費
の
修
繕
料
１
，

４
０
５
万
３
千
円
は
、

ど
こ
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

担
当
職
員

ほ
い
ほ
い
広
場
の
遊

具
、
ム
サ
サ
ビ
く
ん

と
す
べ
り
台
の
修
繕

を
計
画
し
て
い
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

水
道
管
等
の
老
朽
化

は
全
国
的
な
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
村
の
水

道
改
修
は
い
つ
頃
に

な
る
予
定
か
。

建
設
課
長

湯
山
地
区
は
来
年
度

実
施
設
計
を
予
定
し

て
お
り
、
ま
ず
配
水

池
ま
で
の
整
備
に
取

り
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
改
修
工
事
は
順

調
に
い
っ
て
令
和
８

年
度
か
ら
の
着
手
。

岩
野
地
区
は
必
要
水

量
を
確
保
で
き
て
い

な
い
た
め
、
そ
の
後

に
な
る
。

小
川　

恵
議
員

水
道
凍
結
防
止
栓
設

置
補
助
対
象
戸
数
の

７
１
６
戸
は
、
全
世

帯
で
は
な
い
と
思
う

が
。
ま
た
、
設
置
で

き
な
い
水
道
も
あ
る

と
聞
い
た
が
。

建
設
課
長

全
世
帯
か
ら
村
営
住

宅
の
数
を
除
い
た
戸

数
に
な
る
。
設
置
に

つ
い
て
は
、
蛇
口
全

部
を
取
り
換
え
る
方

法
と
ひ
ね
る
部
分
を

取
り
換
え
る
方
法
が

あ
り
、
ど
ち
ら
か
で

対
応
で
き
る
。

杉
野
貴
文
議
員

交
通
安
全
対
策
補
助

金
５
，２
３
６
万
円

の
事
業
内
容
は
。

建
設
課
長

大
石
酒
造
の
工
場
か

ら
役
場
側
へ
２
０
０

ｍ
ほ
ど
の
区
間
。
２

車
線
か
ら
１
車
線
に

な
り
、
カ
ー
ブ
で
見

通
し
が
悪
い
場
所
の

拡
張
。

杉
野
久
志
議
員

市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整

備
計
画
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

担
当
職
員

現
在
の
第
２
次
市
房

ダ
ム
湖
周
辺
整
備
計

画
書
に
は
、
国
道

３
８
８
号
線
の
道
路

照
明
整
備
な
ど
９
つ

の
主
要
事
業
と
村
道

湯
山
江
代
線
全
線
改

良
な
ど
４
つ
の
関
連

事
業
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
次
期
計
画
書

の
策
定
に
つ
い
て
は
、

第
２
次
計
画
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
関
係

機
関
と
協
議
し
進
め

て
い
く
。

杉
野
貴
文
議
員

昨
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
計
画
書
の
見

直
し
に
関
し
て
一
般

質
問
を
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
担
当
課
長

か
ら
は
、
重
点
事
業

計
画
と
し
て
早
い
段

階
で
の
策
定
を
検
討

し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
て
い
た
。
本
村

の
生
活
環
境
基
盤
整

備
の
促
進
を
後
押
し

す
る
計
画
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
方
創
生
推
進
課
関
係

建
設
課
関
係

提
言

ほいほい広場のムササビくん

市房ダム
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小
川　

恵
議
員

情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
内
容
は
。

担
当
職
員

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

者
な
ど
に
、
メ
ー
ル

を
通
じ
て
水
上
村
の

観
光
や
移
住
定
住
な

ど
の
情
報
を
定
期
的

に
発
信
し
、
切
れ
目

な
く
水
上
村
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
。

山
崎
隆
浩
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ

れ
た
方
へ
メ
ー
ル
の

発
信
を
し
た
効
果
の

確
認
方
法
は
。
ま
た
、

メ
ー
ル
に
よ
り
来
村

さ
れ
た
施
設
利
用
者

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
な
次
な
る
事
業

展
開
の
考
え
は
。

担
当
職
員

メ
ー
ル
の
中
に
観
光

情
報
や
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
の
リ
ン
ク

を
貼
り
付
け
、
ク

リ
ッ
ク
率
や
寄
附
の

リ
ピ
ー
ト
率
で
効
果

測
定
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ー
ル
を
見

て
来
村
さ
れ
た
方
へ

の
特
典
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

荒
嶽　

晋
議
員

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
活
用
を
推
進
す

る
た
め
に
、
補
助
金

の
支
出
以
外
に
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
。

担
当
職
員

湯
山
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
、
新
年
度

４
月
に
企
業
１
社
が

契
約
締
結
の
予
定
。

岩
野
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
こ
の
２
年

間
活
用
が
な
か
っ
た

が
、
３
社
が
視
察
し

て
お
り
、
年
度
内
に

契
約
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
。
ま
た
、

１
年
契
約
と
し
て
い

る
が
随
時
更
新
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

米
本
宗
徳
議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転

手
１
名
の
正
規
採
用

で
５
人
体
制
で
の
運

行
と
な
る
が
、
現
況

に
変
化
は
あ
る
か
。

教
育
課
長

正
職
員
運
転
手
２
名

と
な
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
４
台
を
５
人
で

運
行
で
き
る
た
め
、

負
担
増
で
あ
っ
た
勤

務
時
間
に
余
裕
が
で

き
た
。

小
川　

恵
議
員

昨
年
度
よ
り
ス
ク
ー

ル
バ
ス
連
絡
ア
プ
リ

使
用
料
を
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
現
時
点

ま
で
に
問
題
は
な

か
っ
た
か
。

教
育
課
長

欠
席
連
絡
な
ど
夜
間

で
も
入
力
で
き
る
こ

と
か
ら
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
な
り
、
同

時
に
教
育
課
、
学
園

も
把
握
で
き
業
務
改

善
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

湯
山
地
区
の
子
供
会

が
４
団
体
か
ら
１
団

体
と
な
る
。
活
動
助

成
金
に
お
い
て
１
団

体
２
万
円
の
算
出
と

な
る
こ
と
は
保
護
者

へ
説
明
は
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
意
見
は

な
か
っ
た
か
。

教
育
課
長

昨
年
よ
り
担
当
課
も

協
議
に
参
加
し
説
明

を
行
い
、
保
護
者
の

了
承
を
得
て
い
る
。

子
供
会
が
一
つ
に
な
っ

た
こ
と
で
効
率
よ
く

活
動
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
子
供
会
活
動
が

窮
屈
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
視
し
て
も
ら

い
た
い
。

荒
嶽　

晋
議
員

学
園
が
一
体
型
と
な

り
１
年
が
過
ぎ
た
。

現
在
ま
で
の
子
ど
も

達
の
様
子
に
変
化
は

あ
っ
た
か
。

教
育
課
長

最
初
は
戸
惑
い
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

今
で
は
一
緒
に
遊
べ

て
嬉
し
い
と
話
し
て

い
る
。
他
校
を
視
察

に
行
っ
た
が
、
ど
の

学
校
も
落
ち
着
く
ま

で
に
４
、５
年
は
か

か
る
と
聞
い
た
。

教
育
課
関
係

要
望

どんどやを楽しむ子どもたち
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不測の事態に国民の命を守れるのか
食料自給率の向上は安全保障の要

「村のこと」をもっと身近に
　議会会議録、ホームページ公開へ
　２月14日（金）に開催された全員協議会で、本村議会の会議録を
村のホームページに公開することとなりました。
　議会本会議の審議については、地方自治法の規定により公開が
原則となっており、会期中に議場に出向くと傍聴が可能で、会議
録は議会事務局に申請すればいつでも閲覧ができるようになって
います。しかし、傍聴者や閲覧を希望される方は少ないのが現状
です。
　議会においても、これまで仕事で傍聴が叶わなかった方、交通の便などで傍聴した
くてもできなかった方もおられると考えています。パソコン、スマートフォンの普及
により、情報は場所・時間を問わず入手できる時代になりました。ホームページを通
じて審議内容を村民に積極的に公開することで、議会や行政に少しでも興味を持って
いただいて、「村のこと」をより深く知る機会になればと期待します。
　ホームページへの公開時期については、６月中旬を予定しています。

１月23日（木）、熊本県町村議会議員研修会
が開催され、「日本農業の課題」 と題しオンラ
イン講演があり議員全員が受講した。 
　講師の鈴木氏は、日本の農業政策について、
世界的な食料需給情勢の悪化を踏まえ、市場
原理主義の限界を認識し、肥料、飼料、燃料
などの暴騰にもかかわらず農産物の販売価格
は上がらず、農家は赤字にあえぎ、廃業が激
増している中で、不測の事態にも国民の命を
守れるように国内生産への支援を早急に強化し、食料自給率を高める抜本的な政策を打ち
出すことが重要であるとの持論を展開され、日本の食料安全保障には強い危機感を持たれ
ていた。 
　単に経済的な効率性だけでなく、国家の安全保障、環境への配慮、地域社会の維持、そ
して生産者や消費者の利益といった多様な要素を考慮し、持続可能で強靭な食料供給体制
を構築するための議論の重要性を深く認識した研修となった。

　講演　「日本農業の課題」
　講師　東京大学特任教授　名誉教授　鈴

す ず き

木 宣
のぶひろ

弘　氏

本会議の会議録（実物）

日本の農業の課題をテーマに研修を受講
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読者目線を最優先！
魅力ある議会だよりが議会改革に

くま鉄全線開通へ全力
郡市議会で初の合同研修

　１月31日（金）、上球磨正副議
長会による広報研修会があさぎり
町役場第二庁舎会議室で開催さ
れ、本村議会から正副議長、広報
委員、合わせて５名が参加した。
　当日は、高まる情報ニーズに対
応するため「広報の役割を確認」、
議会だよりの事例を用いて「現在
地の確認」、議会広報はネクスト
ステージへと「今後の課題を探る」
をテーマに研修があった。手にし
てもらえる・見てもらえる・読ん
でもらえる議会だよりにするため、創意工夫を重ねていきたい。

　講演　「議会改革の一歩は広報紙改革から」
　講師　くまもと経済　政治経済部　記者　宮

みやざき

崎 泰
た い き

樹　氏

　２月19日（水）、球磨郡町村議会
議長会と人吉市議会との合同研修会
が錦町の福寿庵で初開催され、郡市
の議会議員が一堂に会するこれまで
にない試みとなった。
　当日は、くま川鉄道㈱の永江社長
による講演があり、令和２年７月豪
雨災害からの復興に全力で立ち向か
う中、赤字経営がクローズアップさ
れることの多いくま川鉄道がテーマ
であったが、特に郡市の高校生に
とっては必要不可欠な通学の足であ
り、郡市の歴史と文化の継承、公共交通、教育、観光などの地域づくりの観点だけでなく、
地域の存続そのものを担う最も重要なインフラの一つと言っても過言ではないだろう。郡
市に共通する課題の解決に向けては、地域全体で考える機会がもっと必要である。

　講演　「くま川鉄道の存在意義」
　講師　くま川鉄道㈱　取締役社長　永

な が え

江 友
ゆ う じ

二　氏

広報の役割について考える上球磨の広報委員

熱意を語るくま川鉄道㈱永江社長
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編
集
後
記

　

咲
き
誇
っ
た
桜
も
い
つ
し
か
葉
桜
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
過
日
『
な
ぜ
女
性
は
活
躍
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
？
』
と
い

う
1
文
か
ら
始
ま
る
記
事
に
心
揺
さ
ぶ

ら
れ
、｢

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
は
誰

か
に
押
し
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
く｣

の
言

葉
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
３
月
８
日
朝
刊
の
「
国
際
女

性
デ
ー
」
の
コ
ラ
ム
で
す
。
毎
年
３
月

８
日
は
女
性
の
権
利
向
上
と
社
会
参
加

を
呼
び
か
け
る
日
と
し
、
世
界
各
地
で

様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

｢

女
性
の
地
位
向
上｣

と
は
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
か
？

　

そ
れ
は
単
に
権
利
を

与
え
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
く
、
仕
事
、
家
庭
、

育
児
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

そ
の
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
社
会
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
、
阿
蘇
市
に
県
内
初
の
女
性
市

長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
一

歩
が
性
別
に
関
係
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
力
を
活
か
し
合
え
る
社
会
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

荒
嶽　

晋

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

小
川　

恵

杉
野
貴
文

あなたのまちは持続可能ですか?
様々なデータ収集と分析力向上を！

　2月20日（木）、令和6年度上球磨町
村議会議員研修会が多良木町の石倉
で開催され、議員全員が参加した。 
講演は「まちに10～15年後、どんな
人材が必要になりますか ? どんな人
材を必要としたいですか ?」という問
いから始まった。 
　講演では、明確な結論を導くため
には様々なデータを集め、そのデー
タを分析し、効果的な政策を実施す
ることが重要であると強調された。
持続可能なまちを目指すためには、まず役場自体が持続可能であることが不可欠。様々な
リスクに対応し、住民が安心して暮らせる環境を整えるためには、デジタル環境の整備と
人材育成が必要であり、デジタルデータを見る力や仮説思考能力の向上が求められる。こ
れにより地域課題を解決し、政策の質を向上し続けることが重要である。

　講演　「持続可能なまちの前に持続可能な役場ですか？」
　講師　一般社団法人 地方公共団体政策支援機構　上席研究員　長

おさない

内 紳
し ん ご

悟　氏

小
川　

恵国際女性デーのシンボルである「ミモザ」

データ分析の重要性を説く長内氏


